
正職員 臨時職員等 計

進捗状況 達成状況

1

①要望活動
実施済
②高潮事業
実施中
③耐震化事
業実施中

①国県要望
活動実施済
②防潮堤等
の計画作成
中
③住宅耐震
診断実施

2

①南北線延
長設計中
②アクセス道
路工事中

①設計実施
済
②尾ノ村東谷
線整備完了
(24年度計画
分)

3

①豆田・測量
設計中
②宮下・用地
買収済、造成
工事中
③本庄・用地
買収済、付帯
工事中

①測量設計
済
②用地買収
済
　造成工事は
　継続中
③用地買収
済
　付帯工事済

4

①推進協議
会の設立済
②コンテスト
の実施中
③農道等整
備中

①推進協議
会の設立済
②コンテスト
は実施済
③農道等整
備実施済

5

①商工業者
の経営支援
中
②商工観光
の活性化事
業推進中

①商工業者
の経営支援
利子補給41
件実施済
②商工観光
の活性化事
業推進実施
済

平成２４年度　　　産業建設部　経営計画書

部署名 産業建設部
役職・氏名 部長　景山　忠幸

産業建設部　経営方針
　●　部の使命
　私たち産業建設部は、市民が安心して暮らすことができるよう生活基盤となるインフラの整備や
産業の活性化を積極的に進めます。特に、河川の氾濫や土砂災害、高潮被害、地震などの自然災害
から市民の生命・財産を守るため、河川改修、砂防、高潮対策、住宅の耐震化等の防災対策事業を
計画的に実施します。また、火災や急病人の発生時に消防車両や救急車両が入りにくい地域を中心
に、生活道路の整備に重点に置いた道路整備計画の策定を進め、計画に基づき年次的な生活道路の
整備を進めていきます。さらに、瀬戸内市が将来へ向かって発展するためには、市内に若者が定住
できる環境を創ることが大切です。このため若者が就業できるよう地域産業の活性化に向けた支援
を進めるとともに、新しく就業できる職場を確保するため企業誘致を積極的に進めていきます。

　●　部の基本方針
① 安心して生活できるまちを目指して、河川、高潮、住宅の耐震化等の防災対策事業を計画的に実施します。
② 快適な生活交通の環境を目指して、生活道路の道路計画策定と年次的な整備を促進します。
③ 活力あるまちを目指して、若者定住に向けた地場産業の活性化支援、企業誘致を促進します。
④ 特色と生産基盤のあるまちを目指して、地域特産品の開発、農林水産業の基盤整備を推進します。
⑤ にぎわいのあるまちを目指して、商工観光の活性化に向けた事業を推進します。

　●平成24年度　部のスローガン 生活基盤の整備、産業の活性化を進めよう！

部署内経営資源

構成人員
当初予算

一般会計　1,841,209 千円
　　　（171,150）千円

特別会計  　503,479 千円
　　　（28,932）千円

31人 7人 38人
（うち人件費）

産業建設部　重点事項
重点事項 具体的な取組内容 成果目標

防災対策事業の実施 　千町川、干田川の河川改修事業を促
進し、排水機場排水ポンプの増設を要
望します。
　高潮対策、砂防、急傾斜地崩壊対策
事業を促進します。
　住宅の耐震化を推進します。

①河川改修等の国、
県への要望活動の実
施
②高潮対策事業等の
年次計画による事業
実施
③住宅の耐震化の促

生活道路の整備 まちづくりに必要な生活道路の整備を進
めます。
・地域再生計画に基づく道路整備
・地方特定道路の整備

①市道南北線の瀬戸
内I.C.への延長(測量・
設計)
②企業団地へのアクセ
ス道路の整備

企業誘致の促進 若者が就業できる企業誘致を促進しま
す。

①豆田企業団地(測
量・設計)
②宮下企業団地(用
地・造成工事)
③本庄企業地(用地・
付帯工事)

地域産業の活性化 地域特産品の開発を進め地域産業の活
性化を図ります。
農林水産業の生産基盤となる、施設整
備を計画的に進めます。

①ブランド推進協議会
の設立
②アグリビジネスコン
テストの実施
③農道.水路.ため池.漁
港等の整備

商工観光の活性化 商工業者の経営支援を進めます。観光
モデルコースの普及啓発、観光施設整
備を進めます。

①商工業者の経営支
援
②商工観光の活性化
に向けた事業の推進


